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中田良平
および、ある
他方、ロシ
本の方か
1901年のマルコーニによる
日 となる旅順
けたので
キ
のった。
その内容ごとに
るところではなかった。
それにしても、日
[ 1 J 
ていた。したがってロシアの
ンクト・ペテルブルグでは、
べく日露交渉が継続されていた。しかし、 “日
5" にも述べ
さ
ていた。
リ〗
もとよりロシア
ある。
しかし両国間の緊張した関係から、
しなければならない。
同日
した。
目的は不明で
れていた。
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(2) 
(3) 
（旗艦）「秋津i州」
1. 
にも財政的にも勝算はない。
ある。
ない。
日・
2月4日 政府は日
メリカ大統領に対し
の工作を開始した。
れた。
はこ
と、ア
るため
同日 政府はサンクト・ペテルブルグで日
のロシ
2005年 5月
はなかった。
。
シア艦隊
て、哨戒の任務に就いた。
2月6日
け、
「コレーツ」、
向けて出港したが、港外で日本艦隊 して
2. 
(1) 
れたい。
とウラジオ
るロシア太平洋艦隊の戦力は、
と比べて互角以上である。それにバル
ト海に待機している艦隊が来航し
彼我の勢力は隔
はおばつかなく、
と対峙する
本の敗北にほかならない。
と称された、バルト
ら来航するロシア艦隊
隊）の来航以前に、
ること
がってそのための諜報戦術が展開された。
は折
イルの海域を航行中の
） 
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このことは、喫水線以上に無線室を設備して
いる艦は、即時それらの機器を喫水線以下に格
納すべきこと。これは、敵の妨害を防ぐ対策で
あったのであろう。
同 9日 東郷司令長官が率いる艦隊の無線機
-9  J^  F”}上
ロン／
りであった。
333AMもEI1①I1BJ13I1TbCBAK 
bAJ1MCEMI1PAJ1YI1EPE几AMEM
CEMPJ1I1E • 
?) 
：英文のモールス
モー
は， さらに次の
した。
ATbI10PAbAE几代 Y代b且XAHT
YHYITPOV1IlEATPI1几且 AAもMMJ1 
もPMYTbCEAKもECAilP且ET①J1
EfPAEI1PYBAAもBCEBJ1
このように文字は明瞭
る。
された。
MPA且①且 XE
そこで
時10分にこ
された。
EAC代1llnobI田CbI
目
されたのだった。
AもEnp An  B且XXTEYKも且 XAH
図2-2：無線電信を運用するロシア海軍士官 [4]
TY 
し、それ以後
た。 しか
ヽ寸ら敵の通
次の通り。
几BATPM几且 AAbMI1J1代 BEPHY
AbCEA几YEC代AJJPETCEfPC①
I1POBATもBCEBPEMPAJJY且XT
A B b I1・ー・ー・ー・
に向かった。
3戦隊司令官は
って、旅順港外
この 9日正午、「三笠」はロシア艦隊の次の
ような電信を傍受した。
POPAbIHEPMBAETEJ1TbBAM 
几 EM も代 OPE··••-B3C もMMPO
PA 代 PEEI!I•-•
さらに次の符号を受信した。
AXAX3且代 PAHYPilPJ1AEfAE
PM代KBJ1爪OJ1几EHAも日 CJ1Pr PM 
BAXHYX代ABAPI{A
戦闘が終わって外洋に出た後、
無線機の修復
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こ り。
(2) タイムス社の「ハイムン」号による取材
ると、イギリス
「ハイムン」
による海戦の速報を企画した。
から戦況を乗船するジェームス
（イギリスの租借地）に
のである。
(3) 
エススタルク
3月 8日マカロフと
4戦隊との間の無
せた。
3月 1日
日）
は 2月30
は哨戒艦に次の命
た。
した内容は次の通り。
［一、南
附近ニアリ
ハロシヤ島
タリ］
目司令
ー 「且叫
し
ロシア太平芹麟豚司令長目はスタ
った。その陣容は次の通りであった。
(1) 旅順艦隊
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①
 
スキー少将、
「ペトロパブロフスク」「ツェザレヴィッ
チ」「レトウィザン」「ペレスウェート」「ボ
ペーダ」「ポルタワ」「セワストーポリ
② 第二戦隊（巡洋艦戦隊）：巡洋艦「バヤー
ン」「パルラダ」「ディヤーナ」「アスコリド」
「ボヤーリン」「ノウィック」「ザビヤーカ」
「ラズボイニク」「ズジギー」
③ 砲艦・水雷艇 6
ウラジオストク艦隊
P.イエッセン少
将） ：巡洋艦「ロシア」「グロムボイ」「リュー
リック」「ボカツイリ」「レーナ」、
(3) その他
①仁川：巡洋艦「ワリャーグ」
ツ」 (1904年 2月 9日、日
自沈）
わば“走りながら考える”状態であった。
4. 1 
[2] 
は、 ポフ
フランスの「デュクレテ」
社が1900-03年にかけて製品化した機器に加え
て、
ル (167km)に及んでいた。
るま
したがって、旅順艦隊 いた。
じた。そ
コライ I世は、太
を任命した。
1904年 3月8日 スタルク中将の後任として、
マカロフ
開戦前、マカロフはクロンシュタット
だった当時、無線雷信の
A.S.ポポフの熊じ心
戦力を統率する新しし
目した(“•
開
については、そ
あったので、その設備（ハー
（ソフトウエア）も、い
(1) マカロ
した。彼は
42- 2005年 5月
(2) 諜報活動の前提条件
その可能性は次の条件が整備されていたこと
に依存したのだった。
① 太平洋艦隊の20隻以上の艦船に上記の無線
機が設備され、
② 旅順には艦隊の艦船と
と
れており、
(4) 
(3) マカロフの設備改善要請
マカロフは艦隊に対し
後の 4月12日、海軍大臣に宛て
ための、より
の機器を装備されたい。それなしに
ある］
日であった。
日
ス
モール
した。また、ウラジオストクのイエッ
は同大学 2年生A.N.ザンコフ
スキーが通訳を務めた。
こうした学生たちの献身的な努力で、
令部と艦隊はきわめ
とができたのである。
（付録 1にそ
「略符琥」
4. 2 日
木寸
(1) 
[1] 
した直
うかがえる。
(2) 艦隊に無線電信機に関する意見提出を求めた
よう命じた。
① 
の取扱上の、およ
② 
③ 改装後
無およびその成績
(3) 
5. 
しかしそれが、彼自身の悲劇を招くのだが．．゜ o
ともあれそれにともなって、日
し
5. 1 
[4] 
る
ロシア艦船が探知した日本艦隊の動向に
ることはもとより逐次、
され、
4月 5日 太半痒艦隊副司令長官ウフトムス
キーは、旅順総督アレクセーエフに次のように
した。
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l.... . " r,  
るため、 3月30日夜、艦隊が泊地を出
カロフ）
その後、
エッリオト
きると判断したマカロフは、自か
したのである。このようにマカロフは、
って指揮をとった。
マカロフ戦死
4月13日 この日
ぅ
と旅順艦隊の駆逐艦
ト同時二波爾的艦隊卜
隊卜雌雄ヲ決スルニ至ラ
リ乾坤一櫛ノ大海戦ニシテ之カ
勝敗二因リテ雨交戦國ノ勝敗ヲ判晰スルヲ
ク交戦國ノ一方ハ遂二海上ノ支配権ヲ
フヘシ・・・〕
[5] 
だった。
となった。
るため巡洋艦「バヤーン」
そしてたまたま港外を哨戒中の
＼る第 3戦隊と
「ペトロパブロフスク」
れて出撃した。そ
なった。
直ちに
引き
をはじ
めとする第 1戦隊が待ちうけていた。マカロフ
艦隊に命令した。
し
して沈没、マカロフ
壮烈な戦死だった。
スクルイドロフ中将赴任
マカロフ司令長官の後任としてスクルイドロ
フ中将が 4月21日急遠、極東に向けて出発した。
して同中将は、艦隊の作戦行動につい
し、次
〔・・・艦隊ノ
マカロフ
にほかならなかったのである。
(1) 初期の成果
マカロフは戦死した。
「ペトロパブロフスク」の爆沈は、日
艇が放った魚雷によるものではないかと
れた。しかし、傍受した日
し
よるものであることが判明
② 旅順艦隊による日
日
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し、レベジェフが翻訳した。待ち受け
5月 3日夜半に行われ
た日本艦隊の閉塞作戦は十分な成果をあげる
ことができなかった。
4月22日
した。
されその際、
するため、灯火による
ある］
は、
(3) イエッセン分遣隊、
は旅順総督に報
術強化策を講じた。
(2) イエッセン分遣隊、
イエッセン分遣隊は 3回目の哨戒任務（同：
4月23日～28日）の行動中、 4月24日の早朝、
し
[ 4月24日
131° lO'E。
ガフォンで
らか
ベットに酷似した一連の符号を受信した”
と伝達してき
24'N 
3隻を撃沈した。
した輸送船「萩の浦丸」から、
付いた暗号電報を発見した。
ザンコフスキーの闘訳によると、その“一連 （注： 1905年 6月、
はおよそ次の内容であった。
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さらにサンクト・ペテ
にも複写が送られた。
に
た。敵ながらアッパレ。
7月 1日 ウラジオ艦隊の巡洋艦「ロシア」
＼る
2 --＂ ← 
日本艦隊の初期の諜報活動についてはすでに
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述べた。
「ハイムン」号から外波中佐の報告
4月14日
されるようになった。
5月31日 旅順港のロシア艦隊がしばしば我
るようになったので、東郷
とする約15マ
リ
ノ混信甚シクシテ、他ヨ
ルモノアルカ如キヲ認メタルヲ以
たとえば “Fl
.. 
1戦隊）シレイ
ノホーコクニョレハ”において「・」を付
け
② 
5. 3 
(4) 
る。
らすだけである。
は
セ/9 T -
ウィトゲフ
（続）
ロシア
した。
らの出
れた。
アレクセーエフ
しウラジオストクに赴け〗
た。
ある。
「ツェザレウィッチ」はじめ
際してウィト
46 2005年 5月 （第28巻第 1
領で日本艦隊の通信を妨害すべし］と
と
した。
哨戒中の駆逐艦「白雲」が出航するウラジオ
艦隊を発見、妨害の合間をくぐり抜けながら旗
艦「三笠」に【敵艦隊港外へ出ツ】と
した。連合艦隊は、
各戦隊それぞれが予
した。「ニ
ながらも
旅順艦隊は四散し、
た。しかし艦艇は修理不能で、大砲を揚陸して
使用することにした。
はドイツの租借地である
れ、青島でドイツ海軍によって武装解除された。
「ノヴィク」に反撃の機会、しかし・・。
も日
かし「ノヴィク」
ウラジオストクをめざした。
8月20日、石炭搭載と
(5) 蔚山沖海戦でも
ウラジオストクを根拠地とするイエッセン少
船にとって恐怖の的であった。
旅順艦隊が上記のようにウラジオストクに向
けて出港する前に、ウィトゲフト司令長官はこ
の頼もしい味方に、途中まで迎え
こ
いた。ウィトゲフトの命令がどのようにウラジ
オストクヘ伝えられたか興味がある。
もとより旅順艦隊はすでに消散していた。が、
し
した。
と って
した。
【敵見ユ】
イエッセン分遣隊危険を一旦回避、たが。．．
5時少し前、分遣隊の旗艦「ロシア」
は日本艦隊の次の
6. 1 
した。
阻止されたロシア艦隊
しかける。そのためには、さらに艦船 2
とする。ロシア艦隊の通航を南側の
側面で遮断する】
戦闘の初期の段階で、日
を
日本艦隊の上記の
した司令官は“南側”の突破は
非常に危険であると判断した。
でも「リューリック」は沈没、「ロシア」と
「グロムボイ」はかろうじてウラジオストクに
り着いたものの、廃艦同様の姿になっていた。
(6) 無線諜報活動の終焉
6．日本海海戦に向
＼ 
I-o 
いずれにせ
開戦以来の
にした、
されていた。
るべき
られた。
は、
をはじめ深刻な
シア側の準備 [4]
して、ロシア艦隊
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とそれを利用し
への試みが始められた。
6. 2 日本側の準備 [1]
(1) 外波海軍中佐のポートサイド派遣
10月
促した
(3) 東郷司令長官の通達
それにしても、 に
されなければならない。そのため
になって制度化された。
(“イ
ること。
のイスタンブールにも
る
(2) 瓜生第二艦隊第 4戦隊司令官、無線電信の通
信速度向上に関して奮起を促す
こと。
せること。
゜
ち
と
おくこと。
⑨呼出しに気づかない艦、あるし
ノ返度二全リテハ比較
ルカ如ヽン・・・ (4) ポートサイドからの外波情報
した12月14日 ‘ ロン／ェ
48- 2005年 5月 ー
ストウエンスキー
本隊はアフリカ
トセ
タンジェールで
本隊から分離したフェリケルザム枝隊は、すで
にスエズ運河を通過していた。
1905年 1月15日 ドブロッウオルスキ
いる巡洋艦「オレグ」をはじめ
艦隊の後発枝隊（前年11月16日リバウ
3’' 参照）が 1月10日にスエ
過するのを見て、外波は大本営に報告した。その
内容は次の通りである。
［ドブロッウオルスキー艦隊ハ駆逐艦卜
ドノ
フ
- ルコト
c. "Vladimir Monomach" ノ
である。 ［此ノ作戦中通信連絡ハ最肝要ナルカ故
如シ
a. ノ ヽ ノ
ルコト
b. 
し-
f Stroganolf" 
スル＾．
セルモノニアラスヤ
四．
テ
ヲ目測二
--.． 9 •ノ，．
二「スタンダード、コンパス」ヲ備附
クルコト
ノ
した。
そしてこの頃、ロジェストウエンスキー
シ
て、
し＼た。(“•
4月13日
ンド洋を縦断してアナンバス
し、艦隊
ノ‘
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ムヲ
ニハ
4月17日
した。
ロジェストウェンスキー率いる砂一
隊は、インド支那半島のワン・フォン湾ま
ている。(“・・・視点 3" 参照）
ことによっ
ほ
“‘▲ 
つしいたのである。
ょ
れた。もとよりマカロフと東郷、
はなく、未知の技術であった。
については、必然的に類似していた。
側が勝利したが、無線電信とそ
であったといえる。
ただ東郷は、上述の1904年 3月 9日
に、艦隊に対し
動が、日
といえよう。
た。
た。
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付録 1
「戦役中黄海方面二使用セシ無線電信略符号虎」
[1] 
2005年 5月 ー
戦役中黄海方面二使用セシ無線電信略符号（部分。『明治三十七八竿悔戦史』第四部巻四、海軍軍令部に基づき｛箆長） ［一部を新宇体に置き換えて作成］
略符陣読之 信文（三七、三、四規定） 信文（三七、三、二九規定） 信文（三七、四、ニニ規定） 信文（三七、六、ニニ規定） 1言改： （三七、七、ニー規定）
ヲ使用スルモ
ノトスル）； 同左同左
同左
敵ハ我ヲ避ケテ旅順方向二退却ス
敵ノ主カハ南下セントスルモノヽ如シ
翌
言
一
亭
一
藍
同左
敵ナシ（港外敵ナシ）
同左
同左
同左
夕
口
一
ク
一
リ
ー
ヨ
ー
ル
敵見ユ
敵無シ
敵ハ我二向ヒテ来ル
敵ハ我ヲ避ケテ退却ス
敵ノ艦隊我力艦隊航路ノ右前方
二見ユ
敵ノ艦隊我力艦隊航路ノ左前方
二見ユ
敵ノ艦隊見ユ
敵ノ瞑逐濫体雷艇）見二
敵頁ロヲ出ツ
敵艦旅港内二入ル
敵艦大連湾ヲ出ツ
敵ノ巡洋濫見ユ
同左
同左
同左
敵ハ旅順ノ方向二退却ス
敵ノ主カハ南下セントスル
モノヽ如シ
同左 同左 同左
敵ノ主力艦隊見ユ
同左
同左
同左
敵ノ艦隊我力艦隊航路ノ右前方二見ユ
同左
同左
鵬部菊環ロヲ出ツ
敵哩隊旅港内二入ル
敵鑑大遮湾二入ル 敵ノ艦隊我力艦隊抗路ノ左前方二見ユ
ホ
一
ソ
＿
ト
一
ユ
一
カ
＿
フ
一
工
敵ノ躯逐筈体雷梃）港ロヲ出ツ
敵ノ躯逐艦体雷艇）港ロニ入ル
敵ハ躯遂艦体霜艇）ヲ伴ウ
敵ノ兵カハ幾卜其ノ主カナリ
敵ノ兵カハニ等巡洋艦以下ナリ
敵ヲ攻撃セヨ
当隊二帰レ
敵ノ翠逐艦港ロヲ出ツ
敵ノ駆逐艦港ロニ入ル
敵ハ駆逐艦ヲ伴ウ
敵ハ京方二向ヒテ進ム
敵ハ南東方二向ヒテ進ム
同左
当隊二合セョ
セ
一
チ
一
コ
ー
ノ
同左
同左
同左
同左
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----
敵ノ駆逐艦胴誨巷ロヲ出ツ I同左
敵ノ駆逐艦旅I廊告ロニ入ル 同左
同左 同左
同左 同左
同左 同左
敵ノ暁遂艦大連湾二入ル 同左
同左 敵艦隊脱出セリ我今之卜触
接ヲ保チッヽアリ
同左
同左
同左
同左
同左
同左
敵の瞑逐艦当隊二追尾ス
同左
言
言
同左 同左 同左
マ
ー
ケ
テ 敵筈隊ノ主力港外ニアリ
疇一芦＿亭一亭一声
ア
一
メ
一
ヒ
一
ス
一
モ
敵艦隊ノ主力港内ニアリ
敵艦隊ノ主力港内二見エス
敵ヲ見失ハサル如クニ其ノ行先ヲ見届ケヨ
其ノ位置二止リ敵ヲ監視セヨ
根拠地二婦航セヨ
備 略符号ヲ連送セントセハ直二路符号ヲ連送
シ終リニ自己ノ船名符号ヲ送ルモノトス仮
令ハ（敵ミュ）ハ—- - -—タタタタk
B （龍田）ノ如ク同一ノ方法ヲ給返スモノトス
言同左
同左
敵ノ艦隊今上陸地点ノ方向
-—ククタタKB
KIKI （千早） 卜発
斯シテ此ノ路符号力（龍田）ヨリ来リシ
コ
麟二準シ畷闘序列二占位セ
ョ
同左
同左
敵ヲ攻撃セヨ
同左
僭隊麟第四八号）
同左
ツ
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出
ん
ヲ
二
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口
瞬
瞬
疇
疇
声声彰
巴
言
言
一
藍
コトヲ防グヘシ
（需隊法令第四八号ノニ）
付録 1: 「戦役中黄海方面二使用セシ無線電信略符琥」 [1] は“・・・ 4" 
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付録 2: 
太平洋艦隊司令部の秘密指令第27号
[4] 
旅順 1904年 3月20日
艦隊司令部は以下の措置を取るべし
1). 
2). 
し＼
゜
3). 
4). 
る。
は自らの存在を知られるので、ただ
せながら、船
、しばしば
るため、あらゆる
しかる後、
された
らばその通
ることをポポ
フは1897年のバルト海における
していた。 [7] （併せて“・・・視点 1" 
付録 3: 
アンテナ改良に関する東郷司令長官告示
木村は、上述の外波大佐の報告 (6.2(1)) に啓
発され、特にロシア艦隊のアンテナ垂直線の装備
方法にヒントを得て独自の実験を試みた。そ
送信出力が増大したばかりでなく、テレフン
ケン社 ：ジーメンス社ペテルブルグ分工場）
いる。
これに対して我が艦隊は
しなければならない
と対比して、
も有効であ
入口に導くこと。このようにしてアンテナ
流を15ないし20アンペアとすること］
[1] 
-16- 2005年 5月
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Abstract 
The author of this paper describes about 
Japanese and Russian radio-espionage, car-
ried out at the beginning of sea battles in 
the Russo-Japanese War. 
Radio-Espionage : Japanese side 
Both nations did not want war, however, 
diplomatic negotiations had reached a dead 
rock. 
5 Feb.1904 Japanese Government noti-
fied break off the diplomatic relations to 
Russian Government. 
Soon after the beginning of the War, 
warships of Japanese fleets commanded by 
Admiral Togo had begun to intercept the 
Russian wireless messages. 
16 Feb Battleship ASAHI intercepted one 
from Headquarters of Port Arthur addressed 
to Cruiser ASCORID. An officer KATOH 
boarding on ASAHI, translated it as follows: 
"PATROL TOWARD SANTUNG PEN FOR 
13 MILES AND REPORT TO SUTAKRS" 
4 March, Admiral Togo enacted wireless 
code to save time for communication and 
avoid Russian obstinate disturbance by 
Jammmg. 
These interceptions were continued 
patiently. 
13 April Makarov met a glorious death 
in action, and his intension was succeeded by 
the fleet. Wireless interceptions as well as 
jamming were tried actively. 
24 April Cruiser GROMBOI monitored 
wireless message among Japanese worships. 
Zankovski, interpreter, translated this as fol 
lows; 
"THICK FOG MAKES US SIGNALLING 
BY FLAGS HARD." 
3 May A Russian warship, using Cruiser 
CHITOSE's call sign sent false message in 
Japanese to the Japanese flagship MIKASA. 
Well done! 
10-14 during the sea battles, 
Russian fleet was successful sometimes in 
radio-espionage. But alas ! 
Toward the Battle of Tsushima Strait both 
for Japanese and Russian fleets, It was the 
first experience to utilize wireless system in 
actual sea battle. 
So, particularly for the Japanese fleets, it 
became the most valuable experiences toward 
the Battle of Tsushima Strait, next year. 
Radio-Espionage: Russian side 
20 Mar. Admiral Makarov, on his arrival 
at Port Arthur, issued an order on Radio-
Espionage. His order indicated to utilize the 
characteristics of radio wave cleverly for the 
purpose. 
